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論文の内容の要旨

　本論文は，崇徳院怨霊謹の誕生と転生の過程を解析することにより，怨霊に仮託された時代人心の動向を検証

することで，転換期に心的風景を描かんとした作晶で，序章・終章をふくめ5章20節で構成されている。

　序章「崇徳院怨霊の占める位置一怨霊の誕生一」は，怨霊の系譜に占める崇徳院怨霊の巨大さを指摘し，慈円

が『愚管抄』に記した保元・平治の乱により「ムサノ世」へ転換するという歴史認識を手がかりに，治承・寿永

の内乱を経験した貴族が武家に屈服していく時代への不安が讃岐に配流された崇徳院の怨霊を強く意識せしめる

こととなったという怨礼言撃の解析をとおし，日本人の神観念研究の第一歩にするという展望をのべたものである。

　第1章「『保元物語』の虚構一崇徳院の実像をめぐって一」は，讃岐配流中の崇徳院の実像が『保元物語』が

説く世界と異質なものであることを論じ，『保元物語』の虚構性を明らかにし，崇徳院自筆血書五部大乗経が崇

徳院怨霊を祀る神祠建立を実現させるために意図的に語られたものであることを検証したものである。

　第2章「崇徳院怨霊護の誕生」は，『保元物語』の崇徳院怨霊言箪が物語上の虚構でしかなく，鎌倉中期以降に

みられる天狗跳梁の時代状況を投影したもので，承久の乱で隠岐に流された後鳥羽院の怨念が復活させたもので

あることを述べている。

　第3章「後白河院政の精神的位相」は，配流先の讃岐で罪人として没した崇徳院の死が，安元3年（1177）の

京中大火災で大極殿が炎上したことで後白河院に崇徳院怨霊を意識せしめ，鎮魂のための廟の造営をはじめとす

る多様な事業が行われたことを明らかにしている。

　終章「「ムサノ世」の終焉一怨霊の鎮魂一」は，幕末・維新期に王政復古の政治的象徴として，崇徳天皇の神

霊還遷が課題とされた背景を問い，天皇を中心とする国家形成に国民を統合する物語として崇徳院怨霊言寧が蘇生

されたことを説き，近代における国家神話の形成への視点を提示しようとしている。

審査の結果の要旨

　本論文は，怨霊研究を単なる心性史としてではなく，社会史の脈絡に位置づけ，怨霊がもつ意味世界を時代人

心の在り方と関係づけて解析しようとした意欲的な作晶である。

　その第1は，崇徳院怨霊言軍を記す『保元物語』の虚構性と『吉記』記載の崇徳院自筆血書五部大乗経が存在し
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ないことを解析し，崇徳院の御霊を祀る神祠建立を実現させるための物語であったことを明らかにしたこと。

　第2は，崇徳院の怨霊像には，隠岐に配流された後鳥羽院の怨念が形成したイメージが投影されており，幕府

批判のモチーフが仮託されていることを指摘したこと。

　第3は，怨霊を認識する時代人心の動向を「ムサノ世」という歴史認識にかかわらせることで位置づけ，怨霊

研究に心地平をきりひらくべき方向性を提示したこと。

　本論文は，崇徳院怨霊をめぐる「心性の社会史」ともいうべきものを提示した意欲的な作晶として評価しうる

ものの，若干の問題も残されている。第1は，怨霊といわれるものの世界につき，モノノケ，天狗などと称され

ることがらを関係づけて具体的に問う視点が乏しいこと。第2は，歴史を「想起する物語」とみなすか否かとい

う歴史認識を根元的に問いかける姿勢が弱いため，転生する怨霊に十分な眼がおよばなかったこと。

　本論文は，これらの課題が残されているものの，日本人の神観念を解明する第一歩として，崇徳院怨霊の生成・

転生していく姿を時代社会に位置づけた作晶として，学界に一つの地歩を占めうるものと認められる。

　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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